


――導入スケジュールを教えてください。
荻野　2010年末からインフラの構築を開始
し、2011年4月までに構内を順次新しいネッ
トワーク環境に切り替え、サービスインしまし
た。構築にかかった期間は約5カ月です。

――構築の工程で苦労されたことはあり
ますか？
荻野　新しいネットワークに切り替えている
最中の2011年3月11日、東日本大震災が発
生しました。つくば地区は震度6と大きな地
震に見舞われましたが、幸い大きなスケ
ジュール遅延を起こすことなく、ほぼ予定通り
にスタートできました。移行については、新旧
ネットワークを並行稼働しつつ、千現、並木、桜
と地区ごとに切り替えました。切り替え作業
は、平日は夜までネットワークを利用する研
究者や職員がいるため、主に土日の休みを利
用しました。

――新しいネットワーク環境の構成をご説
明ください。
荻野　ユーザー数の多い千現と並木の2地区
については、拠点コアスイッチにアラクサラの
AX6708Sを、規 模 の 小さ な 桜 地 区 は
AX6304Sをそれぞれ採用しました。このう
ちAX6708Sは、ネットワーク機器を必要最
低限の稼働状態にして省電力化を行う「ダイ
ナミック省電力機能」※1を搭載しています。

瀬川　いずれの拠点コアスイッチも、1台の物
理スイッチに2台分の機能を実装したフォー
ルト・トレラント構成※2によって冗長性を確
保しました。物理的なスイッチは1台ですが、
内部はハードウェア的に二重化されているの
で、障害が発生したとしてもネットワークが止
まることはありません。また、千現と並木、千
現と桜の拠点間接続には、複数の回線を1本
に束ねる「リンクアグリゲーション」※3を採
用。1本の回線が止まった場合でも、残りの回
線でカバーできる体制を取り、冗長性と信
頼性を確保しています。本部のある千現に
は、フォールト・トレラント構成の外部接続
スイッチ（AX6304S）とサーバスイッチ
（AX6304S）を置き、外部公開サーバを
IPv6とIPv4の両方で運用中です。

――「ダイナミック省電力機能」はどのよう
にお使いですか？
瀬川　本稼働からしばらくは初期トラブルを
避けるため、ダイナミック省電力機能を使わ
ずに運用していました。約1年後の2012年7
月、夏本番を迎えるにあたり、電力消費量の増
加が予測されたことから、省電力機能の本格
的な利用を開始。AX6708Sが搭載する3枚
のスイッチユニットのうち、待機系1枚の給電
を常時オフにする「コールドスタンバイ状態」
で運用しましたが、この夏は特にトラブルも無
く、安定して稼働させることができました。

インフラ全体で電力消費量を大
幅削減。外来者への構内ネット
ワーク提供も検討

――ネットワーク環境の移行で得られた効
果は何ですか？
瀬川　電力消費量の削減が実現しました。ス
イッチの省電力機能やサーバの仮想化、省電
力対応のエッジスイッチなどと合わせ、インフ
ラ全体でおおよそ40％の削減に成功してい
ます。その結果、停電時のバックアップ電源と
なるUPSの稼働時間も、従来の23分から
45分に伸びました。さらに、スイッチやサーバ
の集約効果により、サーバルームの空調設定
温度を上げることができたほか、音も従来と
比べ静かになっています。

荻野　障害のない安定したネットワーク環境
を構築できたことが大きな成果です。今回の
ネットワーク構築では、ネットワークのトラ
フィック量をモニタリングするsFlowを導入し
ています。これにより、トラフィックが可視化さ
れ、不正アクセスや突発的なトラフィック量の
増加なども監視できるようになりました。

――今後の展望についてお聞かせください。
瀬川　「ダイナミック省電力機能」のうち、スケ
ジューリング制御やトラフィック量による制
御などを利用することで、省電力機能を今以
上に有効活用していきたいと考えています。

荻野　当機構に長期間滞在する外来の研究
者から、構内ネットワークを利用したいとい
う要望が寄せられています。そのためには、
ネットワークのセキュリティ強化が必要です
ので、ネットワークの仮想化技術である「ネッ
トワーク・パーティション」※4を使い、セグメ
ントを分離することも検討していきたいと思
います。

――アラクサラに対する要望をお聞かせく
ださい。
瀬川　省電力機能を有効に活用するために
も、汎用的な設定を盛り込んだ「おすすめ設
定」や、トラフィック量を自動で学習して電力
量を制御する「インテリジェンス機能」など、よ
り使いやすくなる機能があるといいですね。
そういった機能を開発していただけると、積
極的に省電力機能を使うユーザーも増えるの
ではないでしょうか。

――ありがとうございました。
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（※1） ダイナミック省電力機能：必要なときに必要な部分へ適切
　　   に電力を供給し、不要な部分は電力を削減・停止する機能。
（※2） フォールト・トレラント構成：1台に2台分の装置を実装し、
　　   システムの冗長性を確保したスイッチ。
（※3） リンクアグリゲーション：複数の物理回線を仮想的に集約し、
         1つの回線とみなす技術。
（※4） ネットワーク・パーティション：VRFやVLANによってネット
         ワークを論理的に分割し、複数の論理ネットワークを構成
         する技術。
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